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明
治
７
年
に
創
立
し
た
山
田
小

学
校
が
平
成
31
年
３
月
を
も
っ
て

１
４
４
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
内
牧
小
学
校

と
統
合
し
新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
切

ら
れ
ま
す
。

　
２
月
16
日
に
行
わ
れ
た
閉
校
式

で
は
、
在
校
生
や
卒
業
生
、
地
元

の
人
た
ち
な
ど
約
４
０
０
人
が
参

加
。
永
年
に
わ
た
っ
て
地
域
に
根

差
し
た
学
校
を
偲
び
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
小
野
正
治
校
長
が

「
閉
校
は
残
念
だ
が
子
ど
も
た
ち

は
思
い
出
を
胸
に
力
強
く
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
式
辞
。
児
童
に
よ
る

お
別
れ
の
言
葉
で
は
、
加
来
直
央

弥
さ
ん
が
「
少
人
数
で
も
一
人
一

人
が
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
で

い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
」
と
山
田
小
学
校
で
の

学
び
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
閉
校
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
全
校

児
童
が
学
校
で
の
思
い
出
や
感
謝

の
言
葉
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た

年
代
の
離
れ
た
「
卒
業
生
に
よ
る

ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
」
や
地
域
住
民

と
児
童
に
よ
る
「
小
倉
の
虎
舞
」

が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
笑
顔
と
感

動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

１４４年の歴史に幕 ―　　

山田小学校閉校

　
明
治
７
年 

山
田
学
校
・
今
町
学
校
創
立

　
　
　
９
年 

小
野
田
学
校
創
立

　
　
　
12
年 

小
野
田
学
校
が
今
町
学
校
に
合
併 

　
　
　
42
年  

山
田
・
今
町
両
校
合
併
、
山
田
尋
常
小
学
校

と
改
称
し
従
来
の
地
に
仮
校
舎
設
置 

　
大
正
３
年  

山
田
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称　
　
　
　
　

小
野
田
に
新
校
舎
落
成
、
山
田
・
今
町
仮
教

室
廃
止 

  　

    

６
年 

山
田
農
業
補
習
学
校
課
業
開
始 

　
昭
和
10
年 

山
田
村
立
山
田
青
年
学
校
併
設 

 　
　

  

12
年 

南
校
舎
（
２
階
建
て
）
12
教
室
竣
工  

　
　
　
16
年 

山
田
国
民
学
校
と
改
称 

　
　

   

22
年 

山
田
小
学
校
と
改
称 

  　
　

 

24
年 

大
字
小
倉
字
牧
の
内
に
学
校
林
設
置 

 　
　

  

26
年 

講
堂
新
築
竣
工 

  　

 　
29
年  

町
村
合
併
に
よ
り
阿
蘇
町
立
山
田
小
学
校
に
改
称 

  　
　

  

37
年 

給
食
室
竣
工
、
完
全
給
食
開
始 

  　

 　
39
年 

プ
ー
ル
竣
工 

 　
　

  

46
年 

町
給
食
セ
ン
タ
ー
配
給
の
給
食
開
始 

 　
　

  

49
年 

創
立
百
周
年
式
典 

  　
　

 

52
年 

健
康
優
良
努
力
賞
と
し
て
県
よ
り
表
彰 

 　
　

  

53
年 

校
旗
制
定 

  　
　

 

55
年 

新
校
舎
竣
工 

  　
　

 

56
年 

体
育
館
竣
工
、
新
築
落
成
式
挙
行 

  　
　

 

63
年 

国
旗
掲
揚
台
設
置
、
山
田
小
学
校
門
柱
新
設 

学　
校　
沿　
革

１234

56

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

◀
閉
校
記
念
式
典

◀
最
後
の
１
年



  　
　

 　
　

 

田
中
ツ
ナ
文
庫
寄
贈 

　
平
成
３
年 

プ
ー
ル
竣
工 

　
　
　
15
年 

学
校
評
議
員
委
嘱 

　
　

   

17
年  

町
村
合
併
に
よ
り
阿
蘇
市
立
山
田
小
学
校
に
改
称

新
校
名
の
校
旗
制
定 

  　
　

 

25
年 

土
曜
授
業
実
施 

         

27
年  

フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施

   　
　
28
年  

熊
本
地
震
で
校
舎
や
運
動
場
に
被
害
、
４
月

18
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
臨
時
休
校
、
運
動

会
を
５
月
か
ら
９
月
に
延
期　
　
　
　
　
　

「
山
田
小
学
校
子
ど
も
育
成
協
議
会
」
立
ち
上
げ 

  　

 　
29
年 

交
通
安
全
優
良
学
校
表
彰

                  

Ｐ
Ｔ
Ａ
例
会
で
閉
校
と
内
牧
小
学
校
と
の
先

行
統
合
を
協
議

　
　
　
30
年   

山
田
小
学
校
閉
校
実
行
委
員
会
立
ち
上
げ　

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
　

   

31
年 

山
田
小
学
校
１
４
４
年
の
歴
史
に
幕
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阿蘇市立山田小学校
所在地　阿蘇市小野田 567 番地 2
創　立　明治７年
児童数　28 人（H31.2 末現在 )
卒業者数　約 4,054 人
校長　小野正治　教頭　鶴田史子

1_ 小野正治校長式辞　2_ 髙宮今朝秀閉校
実行委員長あいさつ　3_ 児童代表の加来直
央弥さんによるお別れの言葉　4_ 佐伯知彦
PTA 会長あいさつ　5_ 卒業生のトークコー
ナーでは昔話に花が咲いた　6,7_ 練習した
小倉の虎舞を披露　8_ 校歌斉唱のピアノ伴
奏は村上天さん　9_ 参加者全員で校歌斉唱
10_ 児童発表では山田小学校への感謝と思い
出を語った

  ありがとう山田小学校

参加者全員で
学び舎に感謝

78

910
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一般会計当初予算の推移　（H27 ～ H31 の 5 カ年）

一般会計 157億6,197万円 対前年度比
↑ 1.6％

当初予算前年度比較

平
成
31
年
度
予
算

　
３
月
に
開
か
れ
た
第
２
回

阿
蘇
市
議
会
定
例
会
で
平
成

31
年
度
当
初
予
算
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
額

は
、
１
５
７
億
６
１
９
７
万

円
と
な
り
、
熊
本
地
震
に
よ

る
災
害
復
旧
関
連
事
業
費
等

が
減
少
し
た
も
の
の
、
普

通
建
設
事
業
費
、
公
債
費

等
が
増
加
し
、
前
年
度
比

２
億
４
６
４
６
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
特
別

会
計
と
企
業
会
計
を
加
え

た
全
会
計
の
予
算
総
額
は
、

２
７
６
億
５
６
９
７
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
、
よ
り
一
層
進

め
て
い
き
ま
す
。

特別会計 80億4,635万円 企業会計 38億4,865万円

会計別予算額
国民健康保険事業 34 億 3,790 万円

介護保険事業 33 億 9,929 万円

下水道事業 6 億 5,875 万円

後期高齢者医療事業 4 億 2,943 万円

阿蘇山観光事業 8,800 万円

財産区事業 3,298 万円

会計別予算額
病院事業 28 億 3,824 万円

水道事業 10 億 1,041 万円

一般会計とは別に特定の収入支出により処理される会計 独立採算による特定の事業を経理する会計

平成31年度

平成30年度

一般会計

一般会計

特別会計

特別会計

企業会計

企業会計

200億円 300億円100億円50億円 250億円150億円

155 億 1,551 万円 82 億 4,134 万円 38 億 6,428 万円

157 億 6,197 万円 80 億 4,635 万円 38 億 4,865 万円

276億5,697万円
（＋ 3,584 万円）

276億2,113万円

問
財
政
課　
☎
２
２・３
２
０
４

200億円

175億円

150億円

100億円

H27 H30H29
骨格予算

H28

155.1億円

169.3億円 179.7億円

150.9億円

H31

157.6億円
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平成31年度予算・一般会計

市　税
29億 9,088万円

（19.0％）
その他の諸収入

7億 9,161万円
（5.0％）

繰入金

6億 5,276万円
（4.1％）

分担金及び負担金

3億 144万円
（1.9％）

国・県支出金

37億 2,675万円
（23.6％）

地方交付税

52億 9,350万円
（33.7％）

用 語 解 説

民生費

58億 9,364万円
（37.2％）

災害復旧費

11億 2,466万円
（11.6％） 衛生費

16億 4,815万円
（10.5％）

農林水産業費

14億 1,578万円
（9.0％）

用 語 解 説

公債費

12億 9,66万円
（7.7％）

総務費

10億 8,592万円
（6.9％）

土木費

9億 8,682万円
（6.3％）

教育費

6億 5,803万円
（4.2％）

消防費

6億 3,708万円
（4.0％）

商工費

2億 2,058万円
（1.4％）

議会費

1億 4,282万円
（0.9％）

歳 入

各種交付金

8億 553万円
（5.1％）

市　債

11億 9,950万円
（7.6％）

予備費

3,883万円　
（0.3％）

歳 出

●民 生費
　�福祉の向上のために使われるお金
●総 務費
　�庁舎の維持管理や、徴税、選挙、統計など
市の運営の全般的な業務に使われるお金
●衛 生費
　�健康づくりやごみ処理などに使われ
るお金
●土 木費
　�道路・橋・河川・公営住宅等の管理や整
備などに使われるお金
●公債費
　�市の借金返済に使われるお金
●農 林水産業費
　�農林畜産業の振興に使われるお金
●教 育費
　�学校等の維持管理や学校教育、社会教
育、社会体育などの振興に使われるお金
●消 防費
　消防や防災のために使われるお金
●商 工費
　商工、観光の振興に使われるお金
●災害復旧費
　災害復旧のために使われるお金
●議 会費
　議会運営のために使われるお金
●予備費
　予定外の支出へ対応するためのお金

自主財源（30.0％） 依存財源（70.0％）

●市 税
　市民の皆さまから納めていただいた税金
●そ の他の収入
　使用料、手数料、財産収入など
●繰 入金
　特別会計などから繰り入れられるお金
●�分 担金及び負担金
　�市の行う事業により利益を受ける方か
らその受益を限度として徴収するお金

●�地 方交付税
　�どの地域に住む住民にも一定水準の
行政サービスを提供できるよう国か
ら交付されるお金

●�国 ・県支出金
　�特定の事業を行うために国や県から
交付されるお金

●市 債
　�特定の事業を行うために借り入れるお金
●各 種交付金
　�国税や県税などとして集められたお
金のうち一定の割合を市町村に交付
するもの

平成 31 年度一般会計予算の内訳

地方譲与税 １億 8,936 万円 利子割交付金 400 万円 配当割交付金 555 万円
地方消費税交付金 5 億 600 万円 株式等譲渡所得割交付金 730 万円 ゴルフ場利用税交付金 2,940 万円
自動車取得税交付金 2,320 万円 地方特例交付金 2,051 万円 交通安全対策特別交付金 400 万円

●各 種交付金の内訳


